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拡張
された

場に
おける

アート
マネジ

メント
人材
育成
事業「

状況
のアー

キテ
クチャ

ー」で
は、

《物
質》《

生命
》《社

会》と
いうテ

ーマの
もとに

7つの
プロ
ジェク

トを展
開して

います
。京都

市立
芸術

大学
が

有する
多岐
に渡る

資料
体（作

品・楽
譜・文

献・資
料）の
「創
造的
な活
用方
法」を

探り
、ジャ

ンルを
超えた

モノの
見方
や新
たな

価値
を創
出する

ことを
目指し

た「テ
ーマ1
《物
質》T
rans
ferrin

g Ma
tter: 

創造
的アー

カイブ
」の3

つのプ
ロジェ

クトの
うちの

一つ
、

「物
質＋
感覚

民族
誌」で

は、本
学芸

術資
料館
に収

蔵され
てい
る民
族資

料を
、感覚

民族
誌学

の視
点か
ら再

検証
してい

ます
。

本プ
ロジェ

クトの
受講
者は
、半年

間に
わたり

学内
外のさ

まざま
な機
関や
施設
でのレ

クチャ
ーや展

示見
学ツア

ー、映
像上
映会
、

セミナ
ーなど

に参
加しな

がら
、民族

芸術
学と
感覚

民族
誌に
つい
ての
知見
を深
めてき

ました
。本展

はこ
のプ
ロジェ

クトの

成果
発表
として

、197
3年に

本学
教員
5名（

八木
一夫
、佐藤

雅彦
、田村

隆照
、冬木

理沙
男、山

崎脩
）が「
彫刻・

工芸
におけ

る

地中
海・オ

リエン
ト意
匠の
東漸

に関
する
調査

」の一
環で
中近

東を
横断
した
際に

持ち
帰っ
た後
で本

学芸
術資

料館
に

「ア
フガニ

スタン
民族
資料
」とし

て収
蔵され

た生
活用
品を
、新た

な解
釈と
独自
の視

点で
捉えな

おして
展示
します

。

関連イベント情報
※参加無料
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大喜利ワークショップ
2月24日（土）13:00－15:00

十字路茶会
2月24日（土）15:00－16:00

〒604-0052 京都市中京区御池押油小路町238-1

Tel. 075-253-1509　E-mail. gallery@kcua.ac.jp　http://gallery.kcua.ac.jp

京都市立芸術大学ギャラリー@KCUA

○地下鉄東西線 「二条城前駅」 2番出口より南東へ徒歩3分  ○市バス・京都バス 「堀川御池」 下車すぐ

企
画
：
河
野
愛
、中
島
明
日
香
、増
田
和
子
、矢
野
原
佑
史（
状
況
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
 2
01
7 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
1「
物
質
＋
感
覚
民
族
誌
」受
講
者
）

監
修
：
佐
藤
知
久（
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）、
藤
田
瑞
穂（
京
都
市
立
芸
術
大
学
ギ
ャ
ラ
リ
ー
@
KC
U
A
学
芸
員
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
：
西
尾
咲
子（
「
状
況
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
」シ
ニ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

20
18
年
2月
17
日
  
 ‒
3月
4日

11
:0
0
‒1
9:
0
0　
（
月
曜
休
館
） 
入
場
無
料

土

日

展示された資料を観察し、何に使う道具なのかを想像して、みんなで説明文を作ります。

アフガニスタン人の留学生をゲストに、茶話会を実施します。

対象：小学生以下（親子での参加も可）
定員：15名（先着順・要事前申込）

主催：
京都
市立
芸術
大学
　助
成：平

成29
年度
文化
庁「大

学を活
用した

文化芸
術推
進事
業」

※未就学児の参加は要保護者同伴


